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会長の時間        鈴木 真澄 

経営の原点は飛びこみ 

今週は私がいつも気に留めていた経営者という

か、生き方とういうか、横浜市の第 30、31 代と現

在 2期目の市長であります、林文子さんの話をした

いと思います。 

 昨今は労働力不足がさわがれていますが、それを

補うのには、女性の活用が必要であると言われてい

ます。 

特に家庭にいる主婦、子育て中の若い主婦の働く

条件を考える、高齢者の活用等、また外国人の労働

力も最近では大分多くなりましたが、政府は労働力

不足と共に、日本では外国に比較してまだまだ少な

い、女性の起業経営者、管理職（マネージャー）を

増やすよう、官公庁（特に政治家）や各企業にも提

言しています。 

林さんはその先端を歩んできた模範の女性では

ないかと思います。 

高校卒業後、東洋レーヨン(現東レ)や、松下電器

(現パナソニック)に勤務後結婚し、その後退職と当

時に主婦業というお決まりコースを歩いていまし

た。 

ところが、３１歳の時、林さんは仕事がしたくな

り、１９７７年(S52) 「営業マン募集」のチラシを

見て近くの国産車ディーラー(ホンダ系)に電話、

「女性は無理だよ・・・そんなにやりたいなら話ぐ

らいは聞いてあげるよ」と言われ、林さんは“３ヶ

月間だけ試しに雇って下さい。3 ヶ月間で結果が出

なかったら首にして下さいと言って採用された。 

林さんはその足で直ぐに本屋に行き、車のトップ

セールスマンが書いた「一日１００軒訪問」という

本を購入し、その時、林さんは１００軒訪問の決意

をしたそうです。 

毎日毎日、同じ地区を回るうちに気軽に話が出来

る主婦に出会い、ある日彼女が病気で寝ている時、

“何か困ったこと無い「牛乳が欲しいなぁー」じゃ

ー買ってきてあげる、これがキッカケで彼女は御用

聞きをするようになったとのことです。 

「しかし、飛び込み訪問とは、家の方にとって迷惑

な訪問者、自分が役に立つ人間であることをお客様

■出席報告 

月 日 5/19 

会員数 36 

出席者 30 

出席率 83％ 

前回修正 88.9％ 
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に感じてもらう事が大事」と林さんは常に考えてい

たそうです」 

そしてある日、牛乳を買ってきてあげた女性から

電話があり、「主人の部下が車を買いたがっている

よ」。 

彼女が夫に林さんの話をし、その夫が部下に「こ

んな営業マンがいるよ」と話したてくれたのです。 

早速、林さんは営業に行き、入社初めて売れた車

がこの時とのことです。 

それから１０年間、林さんはトップセールスであ

り続けた。 

４０歳を過ぎて体調を壊され、勤務時間が柔軟な

外車のディーラー「BMW 東京」に転職しようと電話

をすると、また「女性は無理だよ、女性の営業マン

は使った事は無いし、・・・」 

林さんは手紙を出し、私を採用すると御社にメリ

ットが出ます。 当時、BMW は売れに売れていた。 

仕事が終わると男性社員は飲みに行く、ところが

林さんは昼間ショールームに来て自分が担当して

いたお客の家を夜には訪問していた。 

９時を過ぎると手紙を書いてポストに入れた。 

しばらくするとショールームに「林さん居ます

か」と名指しでお客さんがやってくる様になり、６

年目にして支店の中で当時売上げ実績最下位の「新

宿支店長」になられ、新宿支店の社員に“営業は如

何に楽しいか”“お客に会うのが如何に楽しいか”

を語り続けた。 

そして半年間で新宿支店は全国トップに踊り出

た。 

５年後、これまた最下位だった「中央支店の店長」

を任命され、中央支店は３ヶ月でこれまた全国トッ

プになった。 

業界では「林マジック」と呼ばれ、林さん自身は

“私は手品を使って社員をトップセールスにした

訳ではなく、顧客満足の前に従業員満足を創り上げ

ただけとのことです。 

その後フォルクスワーゲン東京の代表取締役社

長、ダイエー代表取締役会長兼(CEO)、東京日産自

動車販売代表取締役社長等を得て、２００９年

(H21）から現在まで横浜市長として市政に力を注い

でおられます。 

 

凄い方ですね、凄いと言えば本日の卓話をお願い

している「石坂産業」さんも女性社長、女性の専務

さんで成功した、模範企業ですので、今日は楽しみ

です。林さんも石坂さんも、凄すぎて女性の生き方

として、なかなか真似はできませんが、これから権

限と責任を持てるような女性を多く輩出すること

が国の政策でありますが、林さんも、石坂さんも、

政策にぴったりの模範の女性経営者です。 

我々の会社の経営や生き方にも参考になること

が沢山あるのではないかと思い、紹介させていただ

きました。 
 

幹事報告          堀江 大 

◆コーデイネーターニュース 2015 年 6 月号 

◆ハイライトよねやま 182 号 

◆ネパール災害支援実績について 6/10（水）まで 

◆直前ガバナー事務所・・・福島復興支援活動につ

いて 

◆次年度役員・理事のお知らせ・・・狭山中央 RC 

                  所沢東 RC 

◆例会変更・・・飯能 RC、所沢 RC、所沢東 RC、

所沢中央 RC 

◆週報・・・入間 RC、飯能 RC、所沢中央 RC 

狭山 RC、新所沢 RC、 

 

 ニコニコボックス     師岡 友次 

鈴木 真澄 石坂産業 石坂知子専務様 本日は卓

話宜しくお願い致します。 

堀江 大  石坂様 本日よろしくお願いします。 

内田 学  石坂様 本日はよろしくお願いします。

17 日会員増強セミナーで１つ心に響

いたことは「起きたけど  寝るまでな

にも 用はなし」（サラリーマン川柳） 

荻野 賢司 長男雅弘がやっと結婚しました。 

荻野 安次 前回無断欠席しました。 

新井 正義 欠席して申し訳ありません。 

平岡 徳大 前回休み、申し訳ない。 

小暮 博攵 本日早退します。 

 

 

 



卓話 ＜脱産廃業から環境企業への 

大転換＞  

石坂産業株式会社  専務取締役 

           石坂 知子様 

 

＊ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ 

1995/3（平成 7 年）川越商業高等学校卒業 

1995/3（平成 7 年）石坂産業株式会社入社 

2004/1（平成 15 年）専務取締役就任  

 2004 年より、ISO 管理責任者として「経営の見

える化」に取り組み、ISO7 規格の認証を推進。財

務・経理・総務・人事の統括担当。ﾜｰｸ･ﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽを

早くから導入し「女性や子育て世代の社員が働きや

すい職場環境の改善」にも取り組む。 

＊過去 5 年間の廃棄物発生量 

 一般廃棄物    4.715 万トン/平均 

 産業廃棄物  39.620 万トン/平均 

 

産業廃棄物は一般廃棄物の約 8.4 倍 

 

＊産業廃棄物処理業者 

中間処理施設数 18.880 社 

最終処分施設数  1.900 社 

 

＊中間処理業者の目的 

◇焼却、乾燥、破砕等の中間処理を行う際は、廃棄

物処理法で定められた中間処理基準に従い適正に

処理を行う     

 

◇石坂産業株式会社は、破砕及び独自の分別・文級

技術により、減量化・ﾘｻｲｸﾙ化率 95％の産業廃棄物

中間処理業者 

 

石坂様には廃ｺﾝｸﾘｰﾄ・廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの処理、再生、

ﾘｻｲｸﾙ製品の販売 等など、たくさんのﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ、映

像を使って、詳しくご説明いただきました。

          今週の担当  髙橋 和男 


